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1．はじめに

　本校は，山口県立下関中央工業高等学校（明
治 43 年創立）と山口県立下関工業高等学校（昭
和 14 年創立）が再編統合され，平成 28 年 4 月
に開校した学校である。4学科 7コースを有す
る県内最大規模の工業高校となり，至誠・探求・
創造の校訓を掲げ，新たな時代のものづくり産
業を支えるポテンシャリティをもった工業人の
育成をめざしている。
　本年度の入学生を以て全学年が「工科生」と
なり，すべての教育活動が全校体制で実施でき
ることになった。そこで，学校および特色ある
学校づくりをめざした取組等について紹介させ
ていただく。

2．工業科設置校の状況

　山口県では，下関市から岩国市まで瀬戸内海

沿岸の市町を中心に工業高校が設置されてき
た。県教委の「県立高校将来構想」に基づき，
学校・学科の再編整備が進められ，商業高校と
工業高校，普通高校と工業高校等の再編統合に
よって新しい学校が誕生したが，いずれも工業
の大学科は維持された。
　本校は，工業高校と工業高校の統合によるは
じめてのケースとなった。
　私立高校も，各校において機械科，電気科，
自動車工学科等を設置し工業教育を実践してい
る。

3．学校の概要

⑴　学校目標等（次ページ）
　本校は，2校の伝統を引き継ぎ，明るく挨拶
のできる生徒が多いが，主体性や実行力に欠け
る面が認められる。
　そこで，本年度のチャレンジ目標として『実

「新高校 3年目の課題と取組」について
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図1　学校の全景 図2　工業科設置高校の状況
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　プロジェクトも 7年目となり，これまで積み
上げてきたより高いレベルの研究成果を報告す
る時期となった。様々な研究報告会で高い評価
を上げている F-Proについて紹介する。
●フライングオブジェクトプロジェクト（F-Pro）
①　概要
　空中を飛ぶ物（飛翔体，浮遊物，跳ねる物な
ど）を対象に，その原理を調査・実験など研究

●シーサイドプロジェクト（S-Pro）
①　概要
　近年，海岸の浸食，生態の変化や砂浜の減少
が進み大きな問題になっている。そこで，海岸
浸食を防ぐために防波堤などの構造物を利用
し，その配置について研究を進めている。また，
併せて，波の基本的なメカニズムを調査してい
る。
②　研究テーマ
・構造物による波の変化　（海岸浸食の防止へ）
【主な成果】
・東京都高等学校理科研究発表会
・高校生科学研究発表（茨城大学）
・高校生理科研究発表（千葉大学）
⑺　平成 30 年度（7年目）

6．おわりに
　スーパープロジェクトに参加している生徒達
は課題研究でも他の生徒をリードする活躍が見
られる。その結果，スーパープロジェクト，課
題研究によるコンテスト出場数は増加し，文部
科学大臣賞に入賞するなど成果が現れ，尖った
生徒の育成を図ることができた。今後もこれら
の活動を継続し，より高いレベルの科学技術的
な体験をさせることによって，有能な科学者・
技術者の育成を図っていく。

を行う。
②　研究テーマ
・火星探査飛行機翼の研究
・鳥類バイオミミクリの研究（鳥形ドローン）
・ロケットの研究
【主な成果】
・高校生理科研究発表（千葉大学）
　千葉市長賞，双葉電子記念財団研究奨励賞
・高校生科学研究発表（茨城大学）　優秀賞
・第 2回国際宇宙探査フォーラム　7校に選抜
・第 26 回衛星設計コンテスト　最終審査進出

飼育中のミズクラゲ 研究発表

研究者，JAXAによる質疑応答
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　2 校の統合によって，科をコースに変更した
ものはあるが，7つの学習分野は維持・継続さ
れている。
　両校の卒業生が，企業等において活躍されて
いることを強みとし，外部との連携を図りなが
ら，効果的な専門教育を実践していきたいと考
えている。
　また，学科間，コース間の横のつながりによ
る取組も課題としている。

⑶　生徒の在籍状況
○生徒は概ね下関市内から通学している。
○女子生徒は 31 名（4.6％）であるが，各学科
に在籍している。
○女子制服はブレザー＋スラックスである。

行』～やるべきこと・やるべきとき～ を掲げた。
日々の教育活動をとおして，身に付けさせたい
力と考えている。

⑵　設置学科等

○約 300 名（45％）が自転車通学しており，交
通安全教育に力を入れている。
　県内および生徒の多くが居住している下関市
においても，今後少子化の影響は避けられない
と考えている。工業高校の強みを生かしながら
情報発信に努め，本校を志願する生徒を確保し
ていくことが課題である。

4．新高校としての取組

⑴　コミュニティ・スクール
　山口県では，平成 32 年度までにすべての県
立高校でコミュニティ・スクールを導入する計
画で，本校では本年度から導入した。
　高校では，学校・学科の特色や専門性に応じ
た「テーマ型コミュニティ・スクール」の推進
が求められている。
　本校では，これまでにもコミュニティ・スク
ールにつながる取組を進めてきたが，今後は，
生徒に身に付けさせたい能力等の育成を意識
し，検証を加えながら進める必要を感じている。
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　贈呈式には，作製に関わった生徒が，キャラ
クターに扮して臨んだが，たいへん好評であっ
た。生徒の感想からも，ものづくりと児童との
交流による達成感が感じ取られた。

○わくわくこどもサイエンス教室
　わくわくこどもサイエンス教室は，市内の小
学生を対象に，科学に興味をもってもらうこと，
工業高校を身近に感じてもらうことを目的に始

⑵　工業高校の特色を生かした取組
○支援学校小学部への電動カートの作製
　この取組は，市内の支援学校から運動会で車
椅子を引っ張る電動カートの作製を依頼された
ことに始まる。
　電子コースを中心に，他の科・コースの協力
を得ながら取組を進めた。
　特に安全面の配慮から，発進・停止の動作を
コンピュータ制御し，児童の身体に負担がかか
らないよう工夫している。

　下関工業高校の OBであり，雷研究者として
活躍している東海大学の岡野大祐教授の研究室
と共同で雷に関する研究を始めた。
　研究は電気研究部の生徒を中心に取り組み，
手始めに観測装置の設置を行った。今後は観測
データを積み上げ，成果につなげる予定である。

○小学校と連携したプログラミング講座
　これまでも小学生を対象としたプログラミン
グ教室は実施したが，初めての取組として本校
生徒が講師を務め，市内 S小学校の教員 10 名

○大学との連携

めたもので，本校を会場にテーマ別に年数回実
施している。
　教員のほか化学研究部やボランティア部の生
徒が，参加者に対する説明や手伝いを行ってい
る。中にはコミュニケーションに戸惑う生徒も
いたが，回数を重ねるごとに表情がよくなり説
明も上達している。
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5．おわりに

　本校の課題と今後の取組については，次の⑴
～⑷の実現をめざし，特色ある学校づくりにつ
なげたいと考えている。
⑴　産業・社会を支える人材の育成という観点
から「キャリア教育」を軸とした取組を進めた
い。
⑵　地域や企業など広く外部との連携を重視
し，「必要とされる学校」をつくりたい。
⑶　学ぶ態度を重視し，基礎・基本の習得から
創意工夫ができる「課題発見型生徒 ｣を育成し
たい。
⑷　コミュニティ・スクールを核として「明る
く元気な学校」をめざしたい。

を対象としたプログラミング講座を実施した。
内容はパソコン上で簡単なプログラムを組み，
ロボットを動かすものであるが，生徒・教員（今
回は逆の立場）ともに真剣に取り組んでいた。
講座の最後では，意見交換も行われ本校生徒に
とってもよい励みとなった。

　最後に，より先進的で深い取組を実践されて
おられる学校からの御指導・御助言をお願いし
て筆をおかせていただく。
（機会がありましたら，おいでませ山口へ）
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